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すずき・のぶひろ／ 1 9 5 8 年三重県生まれ。東京大学農学
部卒業後、農林水産省入省。農業総合研究所研究交流科
長、九州大学教授などを経て、2 0 0 6 年から東京大学大学
院教授。2 0 2 4 年 4 月から現職。食料安全保障推進財団理
事長。専門は農業経済学、国際貿易論。『農業消滅 農政の
失敗がまねく国家存亡の危機』（平凡社新書）、『協同組合と
農業経済 共生システムの経済理論』（東京大学出版会）ほか
著書多数。

鈴木宣弘
東京大学大学院 特任教授

日本の農家も立ち上がり、3 月 3 0 日にトラクター・デモを行う予定である。
コメ農家も時給 1 0 円にまで落ち込むほどに追い込まれ、このまま放置したら、
あと 1 0 年も待たずに日本の農家、農業・農村が崩壊し、食料自給率もさらに低
下しかねない。あと 5 年が正念場だとの声も全国で広がっている。しかし、国の
財政政策には「農業・農村振興の予算はまだ多すぎる。食料自給率向上にお金を
かけるのはもったいない。輸入すればよい」といった姿勢が示されている。お金
を出せば食料が輸入できる時代でなくなった中、今こそ、日本の地域コミュニ
ティを守り、国民の食料と命を守る国民運動を広げていかねばならない。

■　農家の怒り爆発
世界中で農家が怒っている。ヨーロッパでも、SDGs を悪用するかのように、

環境規制を強化して、農家を追い出そうとしているんじゃないかと、みんな怒っ
て立ち上がった。トラクターや人海戦術で高速道路を封鎖して、街の中心部から
食料を消してしまって、「わかったか。ノーファーマーズ、ノーフードだ」と、こ
こまでやっている。市民も「そのとおりだ。農業と食料を守ろう」と一緒になって、
もう国民運動のようになってきている。日本は本当に我慢強い。
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これに絡んで考えなければいけないのはコオロギだ。なぜコオロギなのか。普
通の食料はどうするんだと言うと、じつは、地球温暖化の一番の悪者は、田んぼ
のメタンガスと牛のゲップだったと言い始めた。ちょっと待て、田んぼだって何
千年も前からあるし、牛だってずっと前からゲップしている。温暖化の主因は工
業化したからに決まっているではないか。
それを、悪いのは農業・酪農・畜産・漁業だから、こういうものをやめて、コ

オロギを食べて培養肉でいいじゃないかという議論に持っていこうとしている人
たちがいるんじゃないかと。ある政治家はテレビでコオロギを食べるパフォーマ
ンスもやっていたが、コオロギは一般的に食べない。
それをわざわざコオロギだとわからないようにして、みんなが食べている食品

に混ぜてきているという。ほんとうに大丈夫なのか。

■　耳を疑う発言
さらに驚いたのは、2024年1月に世界経済フォーラムの年次総会で、スイス

のダボスにお金持ちが集まって、何を話したか。日本やアジアでいまだに田んぼ
に水を張って稲作なんかをやっている、けしからん、だいたい農業や漁業はジェ
ノサイドならぬエコサイド（生態系や環境を破壊する重大犯罪）だからやめろ、
というようなことを言い始めた。
彼らは「環境にやさしい農業に変えていこう」と言ってくれているのかと思っ

たら、そうではなくて、農業そのものを潰して、コオロギやら人工的なもので儲
けようとしている疑いがさらに強まっている。

■　「みどりの食料システム戦略」と無人農場
農水省の「みどりの食料システム戦略」は、耕地面積の0.6% しかない有機農業

のシェアを、50倍近くの100万ヘクタールまで増やすという画期的な目標を掲
げた。こういう方向で努力してきた人たちに、ついに時代が追いついてきた。
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ただ、スマート農業でこれをやるんだという話がある。スマート農業技術も大
事だが、そこに目をつけたのが、何故か、またグローバル種子・農薬企業やＩＴ
大手企業たちである。
農家のみなさんは廃業してください、そしてやめた後は機械で自動制御した無

人農場にして、これを投資家に売って儲ける、ということまで国際セミナーでも
言い始めた。彼らは農家を追い出してコオロギだとかも言っていたが、こういう
ことも考えているのか。すべてが繋がってくると言うと、陰謀論だと言われる。
しかし、陰謀論ではない。

■　フードテックが国策？
今、日本はフードテックを進めると言っている。その論理は、農業は地球温暖

化の悪者だったから、これからは代替的食料生産に変えていくのだ。人工肉・培
養肉・昆虫・陸上養殖・植物工場・無人農場など。全部リストアップされている。
まさに一部の企業が農業・農村を破壊してでも、次の儲けどころにしようとし

ている「今だけ、金だけ、自分だけ」の企業利益追求を国策で推進すると言うなら、
日本の豊かな資源・環境も、地域コミュニティも伝統文化も崩壊し、食の安全性
もさらにおろそかにされ、食料自給率もさらに下がっていく。
我々に残された時間は多くない。日本の農業・農村地域を守り、国民の食と命

を守る国民運動を急がねばならない。
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